
　旭川信用金庫は、ホスピタリティ行動指針「ホスピタリティ・ウェイ」を定め、お客さま本位を組織風土にし、
お客さまに喜ばれる仕事を通して、経営理念を実践していくホスピタリティ運動を推進しています。
　当金庫は「ホスピタリティ・ウェイ」に基づく「私たちの誓い」を宣言し、役職員一同、みなさまのしあわせづく
りに邁進しています。

当金庫の価値観を共有

　『親しみを込めて「さん付け」で呼び合おう』をスローガンに、風通しのよい職場づくりに取り組んでいます。
　新中期経営計画「ＡＳＫデザイン２０２２」で掲げる、従来にとらわれないイノベーションを行い、お客さまと
地域の未来を描き実現する職場風土の醸成をめざしています。

『親しみを込めて「さん付け」で呼び合おう』

　当金庫は、豊かな人間性と専門性を兼ね備えた金融プロの育成に努めています。階層別の育成、自己研鑽の支援、公的資格取得に向けた支
援、日々の業務・課題解決型営業の実践によるＯＪＴや各種サポートなど、職員一人ひとりが自ら考え行動し、成長・活躍できる組織風土の醸成に
取り組んでいます。

職員にさまざまな成長の機会を提供

　職員による地域貢献活動等は、当金庫の創立60周年（1974年）時から若手職員が中心となる「みんなでやる運動」として開始し、毎年取組計
画を立てて活動しています。2022年度は、各店の店舗周辺や旭川市内公園の清掃ボランティア、取り組みの店舗は限られますが献血を行いまし
た。コロナ禍もあり職員の運動会等の一部行事の開催は中止といたしました。また、職員が力をあわせ冬まつり会場に旭川市をＰＲするキャラク
ター「ゆっきりん」の雪像を制作いたしました。

職員による活動－地域貢献の取り組みおよびクラブ活動 

各高校からのインターンシップ受け入れ（10月～11月）

幼児の部 小学生高学年の部

あさひかわキッズタウンへの参加（11月） 養護学校生徒の金庫内見学（12月）

子どもたちへの金融教育の取り組み

旭山動物園児童動物画コンクール

　当金庫では、10クラブが活動しています。活動をとおして、職員同士
の交流や絆を強め、職場の活性化を図っています。

小学生低学年の部

　現在活動中のＤＸ、業務改善、サステナビリティの各プロジェクトには、本支店の若手・中堅職員が多数参加しています。
　若手や現場の声を経営に反映させる取り組みが一歩前進しました。今後はさらに前進させ、意思決定の場にそうした職員が参加できる仕組み
の構築をめざします。

　当金庫の創立90周年時から「旭川市旭山動物園児童動物画コンクー
ル」を支援しています。
　数多くの応募の中から「旭川しんきん賞」を選出し、表彰しました。

旭川しんきんジョイントコンサート
　地元の中高校生の文化的活動を支援し「音楽のまち旭川」のさらなる発展を応援する第６回旭川しんきんジョ
イントコンサートを開催しました。旭川実業高等学校吹奏楽部、北海道旭川南高等学校吹奏楽部、旭川市立広陵
中学校吹奏楽部による素晴らしい演奏で観客を魅了しました。

各種プロジェクト活動

　マイスターは、所属長が推薦する候補者の中から、業務知識が豊富で優れた応対能力を持ち、率先して取り組みできる職員を「マイスター」とし
て任命しています。また、研修のトレーナーとしての役割も担い他の職員の範となっています。１年の終わりには、理事長はじめ役員への活動報告
会を行い、各自の活動報告を行っています。

マイスター制度

　自己成長に繋げる機会として、理事長を交え参加職員が普段考えていること等を忌憚なく話し合う「オフサイトミーティング」、顧問へインタ
ビュー形式で顧問の体験・考え方を聞きながら当金庫の理念や方針の理解を深める「顧問との対話」を行っています。

役員との対話
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預金の状況 貸出金の状況

自己資本の状況

損益の状況 経営効率

地域におけるシェア 指定金融機関

信用金庫法開示債権および金融再生法開示債権の状況

9,820億円
前年度比168億円（1.74％）増加

残高 旭川地区の預金シェアは４割を超え、
地域の皆さまからご信頼をいただい
ています。

3,350億円
前年度比67億円（2.05％）増加

残高 コロナ禍で苦しむ事業者さまの伴走
支援に徹底的に取り組んでいます。

17.15％ 金融機関の健全性を示す基準となる
水準（国内基準４％）を大きく上回って
います。

当期純利益は11億29百万円計上し
ました。安定した収益体質の構築に努
めています。

2.62％不良債権比率

不良債権残高

自己資本比率

自己資本の額

11億29百万円当期純利益

旭川地区シェア

●旭川市内ではトップの金融機関です
　市内全預金の４割以上が当金庫にお預けいただいています
　 ※ゆうちょ銀行、農業協同組合など一部金融機関は含まれていません。

●旭川市をはじめ8市町村の指定金融機関です

当
金
庫
の
指
定
金
融
機
関
の
状
況

（
　 の
市
町
村
）

留萌 比布 愛別

上富良野
中富良野
富良野

南富良野

占冠

帯広

岩見沢

札幌

旭川

（2023年3月末現在）

当金庫
他6金庫
銀行（4行）
信組（2信組）

2.0% 2.0%

37.3%

14.4%

46.2% 54.9%

13.9%

28.9%
預　金 貸出金

　 旭川市、富良野市、比布町、愛別町、上富良野町、中富良野町、南富良野町、
占冠村の８市町村と旭川医科大学の指定金融機関です。

万全な不良債権処理を行い、健全経
営を貫いています。

　職員のスキルアップのために、通信講座受講や検定試験等を推奨
し、合格者や修了者には受験料の全額補助を、また公的資格等の取
得に対する奨励金の支給を行っています。

主な公的資格取得者数
中小企業診断士
宅地建物取引士
ＦＰ１級・ＣＦＰ
ＦＰ２級

10名
26名
13名
247名

証券アナリスト
農業経営アドバイザー
第二種衛生管理者
医業経営コンサルタント

3名
11名
4名
1名

公的資格取得に対する支援

　各種研修の実施やくらしに関するさまざまな勉強会を開催し、職員のスキルアップやライフプランの提
案など各種課題解決力の向上に努めています。
　関連部署が連携した営業店サポートチームが主体となった「合同トレーニー」により、若手職員のレベル
アップに努めています。

各種研修・勉強会の開催

　当金庫では仕事に対するモチベーションの向上、組織の活性化等を図ることを目的に、自らのキャリア
を考えるキャリア・コンサルティング制度を導入しています。希望者は当金庫内部、もしくは外部のコンサ
ルタントを選択して、キャリア・コンサルティングを受けられ、多くの職員が利用しています。

キャリア・コンサルティング制度

　当金庫では、ワーク・ライフ・バランスを図るため不要な残業の削減と有給休暇の取得を推進しています。
　時間管理を徹底し、年間の平均退店時間を早める工夫をしています。これにより、帰宅後の家族や友人との時間・自己研鑽の時間が、より多く持
てるようになりました。
　このほか、５連続休暇を含む休暇取得計画を各部店が年度当初に作成し、有給休暇の取得推進にも努めています。

ワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の調和)

　2008年８月から、パート職員(サポートスタッフ)の希望・勤続年数・能力・勤務態度等に基づく、正職員への登用制度を開始しています。

パート職員の正社員への登用制度

　配属先以外の先輩職員（メンター）が、新入職員（メンティ）の職場
内での不安・悩みや問題の解決を援助して職場生活をサポートする
役割を果たし、双方が成長することを目的としてメンター制度を行っ
ています。
　メンター活動を通じて、職員間のネットワークが広がり、職場全体
が活性化することをめざしています。

メンター制度
　時間や場所を選ばずに、いつでもどこでも学習でき、
受講者個人にとって必要なことを学べる場の提供として、
ｅラーニング・システムを導入しています。学習の場の提
供だけでなく、金庫内のニュース動画や庫内報なども掲
載して、金庫内の情報の共有化を図っています。

ｅラーニング・システム

　｢一般事業主行動計画」を策定し、女性の活躍を推進しています。
　また、出産を希望する女性職員が安心して出産・子育てを経て職場復帰ができるように、産前産後休暇および育児休暇の制度を設け、女性が長
く働ける職場環境整備を進めています。

女性が活躍できる雇用環境の整備を行うために、３つの目標を掲げています。

職場での理解が進み、制度の利用者が増加しています。
2022年度まで累計で23名（職員18名、サポートスタッフ5名）が制度を利用しました。

上級管理職の女性人数を現在の5名から8名にする

女性の融資・得意先係および本部への配属を現在の28名から33名にする。

入庫10年間の女性職員定着率を現在の69％から70％にする

●一般事業主行動計画（2022年４月１日～2025年３月３１日）

●産前産後休暇・育児休暇の取得

女性の活躍推進

目標1

目標2

目標3

2023年３月末現在

2023年３月末現在

2023年３月末現在

6名

35名

66.18％

当金庫
2021年度 2021年度 2022年度

（単位：億円）役職員一人当たりの預金高
●全国トップクラスの生産性です

道内平均 全国同規模
信金平均

信金業界
平均
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8,500

9,500

10,000

9,000

9,8209,820
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9,6529,652

9,4029,402

2020年度 2021年度 2022年度
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3,3503,2833,2833,3673,367

718 00億 百万円
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88 3億 百万円
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